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About 10 years have passed since massive municipal mergers took place in Japan
(Heisei no Dai Gappei). In Gunma Prefecture 70 municipalities were reduced to 35. As a
framework, not only were large-scale municipalities, such as those involving the cities of
Maebashi, Takasaki, Isesaki, etc., merged, but medium-sized cities were also merged with
surrounding towns and villages. On the other hand, some local governments did not
select to merge. In recent years, however, there has been a movement in the cities of
Kiryu and Midori to merge together. This article aims to be a review of the massive
municipal mergers in Gunma Prefecture, and it considers the changes of the local









































































































































































































































































































































































































































































ているものも多く，総務省合併デジタルアーカイブス（h t t p : / / w w w . g a p p e i -
archive.soumu.go.jp/）を活用した。
８　群馬県『群馬県市町村合併の記録』2011年，７頁。
９　上野村・片品村の人口は，2014年10月１日現在，南牧村の人口は2014年６月末日現在であ
る。
10 2010年10月１日現在の南牧村の人口は2,423人であり，65歳以上の人口は1,387人であった。
高齢化率は，57.24％となる。
群馬県における周辺部選出の市町村議会議員の変化
61
11 高崎市の合併については，高崎経済大学産業研究所編『新高崎市の諸相と地域的課題』日
本経済評論社，2012年に詳しい。
12 森田朗「市町村合併の課題とこれからの地方自治」『ジュリスト』（No.1203），2001年６月
15日，50頁。
13 高崎経済大学附属地域政策研究センター『市町村合併研究報告書－新しい国を造る平成の
大合併を考える－』2004年，５頁。
14 地方議会は欠員等が発生するので，一般選挙後の定数を用いている。また，議員の出身地
域は選挙時に選挙管理委員会に提出された住所，議会が発行する「議会だより」に記され
ている住所，各選挙管理委員会・議会事務局への個別の問い合わせをもとに分類した。
15 公益財団法人　後藤・安田記念東京都市研究所『平成の市町村合併－その影響に関する総
合的研究－』2013年，122頁。
16 今井照「「平成の大合併」と自治体選挙－選挙，解職請求・不信任・解散等の動向」辻山
幸宣・今井照・牛山久仁彦編『自治体選挙の30年『全国首長名簿』のデータを読む』公人
社，2007年，126頁。
17 同上，127頁。また，昭和の大合併の際の市町村合併における選挙区の設置や平成の大合
併における全国的な傾向については詳細に分析されている。
18 群馬県内で合併した自治体はすべて在任特例を採用した。しかし，各議会は欠員等も発生
したため，新市・新町発足時の議会の在任特例の定数は省略した。群馬県内での合併で在
任特例を採用した結果，高崎市議会は2007年４月まで112人の議会となった。
19 「前橋広域市町村合併協議会だより」第３号，2003年９月。
20 渋川市議会では，2015年２月８日に市議会議員選挙が行われた。定数22人に対して23人が
立候補した。投稿直後の選挙であったため，本論文ではこの選挙結果については扱ってい
ない。
21 今井照『「平成大合併」の政治学』公人社，2008年，223頁。
22 東京都議会議員選挙では，2012年の選挙に関して「一票の格差」を巡る裁判が提訴されて
いる。（東京高裁平成25年12月12日判決　平成25年（行ケ）第90号選挙無効請求事件）
23 後藤・安田記念東京都市研究所，前掲書，2013年，189頁。
24 大森彌『変化に挑戦する自治体－希望の自治体行政学―』第一法規，2008年，322頁。
25 NHKクローズアップ現代「平成の大合併夢はいずこへ」（2014年４月30日放送）
26 富岡市議会議員定数問題研究会「調査・検討報告書」2014年５月，６頁。
27 同上，８頁。
28 桐生市議会ホームページ内「議会改革取り組み状況」による。（2015年１月29日最終閲覧）
29 増田寛也編著『地方消滅』中央公論新社，2014年，216頁―217頁。この増田レポートに対
して『世界』（2014年９月号，10月号）で批判の立場の論文が所収されている。また，山
下祐介『地方消滅の罠－「増田レポート」と人口減少社会の正体－』筑摩書房，2014年，
ならびに，小田切徳美『農山村は消滅しない』岩波書店，2014年なども刊行されている。
〔付記〕
本論文は，2014年度日本地方自治学会研究会分科会Ⅲ「公募セッション」（熊本県立大学）
において報告した「群馬県の平成の大合併の検証－周辺部に基盤を置く議員数の変化－」（堀
田学）をもとに加筆・修正したものである。
